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菜 種直播栽培 に お け る播種期 と播種量 に 関す る研 究

申 野 正 、敏 ・ 申 村 大 四 郎

　 　 　 （佐 賀 県 農 業 試 験 場 ）

は　　 し　　が 　　き

　近年菌核病の 発生が非常に多くな りしか も之の病害

が，菜種 に 致命自勺な打撃 を 与 え る事か ら，こ れ が 対策

に つ い て 種 々 研究さ れ て い る が ， 完全 な方法は未だ発

見 出来 な い 状態 で あ る 。 しか しな が ら
一且 直播す る事

に 依 1
），菌核病 と含せ て 萎縮病の 発生 が，極 めて 少 な

くしか も，労力及び箇床等 の資材が 節約出来 る事 と ，

收量 も移植に比 し勝 る と も劣 らな い 事等が判つ た為，

本県 に於い て は，目下 平坦 部 に 於ける水田裏作の 地力

維侍 と省力栽培の 意味 で普及 奨励申で ， 本年度で は 平

坦部 の 殆ん どが直播 に 転換 され た。そ こで著者等は，

菜種蔭播 栽 培 の 基 礎的な 播種期 と播種 量 に つ い て ，概

に実 施 し た結果 の概要に つ い て 報告す る と共 に ， 現在

普及中の播種方法の紹介を行い 各位の御批判を仰ぎた

い 。

　 L 播 種 期 試 験

　（1） 試験設計の 概要

　　イ　 品種名　菜種農林17号 ・菜種農林21号

　　ロ 　供試圃場　当場水旧， 早期栽培跡地 （地力は

　　　非常 に 悪 い ）

　　 ハ 　　畦 巾　4．5丿ミ

　　ニ 　條間 2．0尺

　　ホ　株間 1．0尺

　　へ 反当株数 4，800本

　　 ト　播種方法　土堆肥と種子 の 混播 （掴み 播 き）

　　チ 　耕衝 既要は当場菜種標準 に 依 る 。
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　（5） 成 績 の 概 要

　本県 で栽培面積 の 最 も多い 農林17号 と ， 農林21号 の

2 品種で 行つ た が之の 成績か らで は ， 播種の 適期は，

10月 の末か ら11月10日頃 と思われ る 。 尚 それよ り播種

期が早い と初期 の 生育は良好 で あ る が ， 開花始以後 の

伸長 が 悪 く菌核病の 発病 も可成 り認 め られ る 。又晩播

に な れ ば気温 の低下に ともない 生育 も悪 く收量 も思わ

レくない 。播種期が遅れ るに従 い 成熟期 も多少遅 れ る

傾向が あ る の で 水田裏作 の 場含で は ，

’
晩性種 よ り早生

の 品種 を選 ぶべ き
’
で は な か ろ うか 。播種期別收量 の 回

帰式 で は， 晩生 の 農林21号が收量の低下が ， 僅力〉に 多

い 様 で あ る 。 尚試験圃場は 当場移転直後の，極め て 悪

い 土性 で 行つ た為
一
→設に 收量 が少 な い 傾向が あ るが ，

農林 17号で は 11月20日 に播種して も， 移植の場合よ り

牧量 は多くな つ た 。

正， 播 種 量 試 験

（D　試験設計 の 概要

　 A　土堆肥の 種類

　　　泥土 と 堆肥 を交互 に 積 み 1年位経 過 した もの

　　を砕 い て 1．5cm × 1．5cm の 篩 に て 選 別しアこも

　　 の を使用した

　 B　反当土堆肥の 量 の 算 出

　　　一ms　i）の 重 さの平均 A ・−118 ．9匁 B 嵩 20．6 匁

　　 （各 々 100回平均）

　　　一握 り20匁 と して 20 ×4，500 （反当落下 ケ 所

　　数）； 90貫 （反当土堆肥g）量）90貫は 四斗入俵

　　で約 5 儀か ら5，5懐分で あ る 。

　C 　品種 は 農林17号 で播種当 日 に混 含 した 。

  試 験 成 績

イ　 播種量 の 多少 と苗立数 の 変異
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　（3） 試験成績 の 概要

　研究 の 頭初 に 於 い て は ， 種子だ け を 点播 したが ， 労

力 の 闇題 と株内の 雑草及び間引 き労力が多くな りしか

も， 水稲刈取直後耕起 され た状態 で は，播種面の 整地

が簡単で な 1発芽の不揃い を来 た した の で ， 前記障害

を克服す る為，土堆肥 と種子を混含 して 適当な播種量

の 究明 を行つ た。其の 概要は ， 計算 で は 3 勺位で 適当

で あ るが ， 土堆肥 と混播 した 場含 は 反当 1 合位が適当

で あ るが普及 に際 して は，1．5含位が 適当で あ る。 尚

そ れ 以 上 の 播 種量 で は，間引 き労力 の 増大 とな り宜 敷

くな い 。 次 に 種子 2 含区に観安を土堆肥90貫申 に 1貫

か ら3貫迄 初期生育 を促進きせ る為に行つ たが 成績表

の 通 り発芽が 非常に 悪 く播種当 日の 混合 は 良 くな い 。

尚 こ の 問題 に つ い て は目下研究申で あ る。

　　　 皿，本県に旋ける直播栽培の 耕種概要

　A 　品種農林 17号 ・農 林14号　B 　畦 巾 4．8尺

　C 　條間2．O尺 D 株問 1尺 E 反当株数4，500本

　 （ケ所）　 F 　直播 に 於ける地帯別播種期

匹
立

口 位 」　　　有 効 な 播 種 期 の 限 界
　　　　　　　　　　　　　　　．
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G　播種期と栽植密度との 関係
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註，播 種 期 と栽植密度に つ い て は ，九 農試 に 於 け る 第17回 九 州農業研究 発表 会に 於 い て 報 告 した。

　　晩播 の場 合 に 点播 を行 い 1 ケ 所当 りの 苗 立数 で ， 反当株数 を 増加 し た の は ，播鍾 に 依 る 反当労力 の

　節 減 と ， 種子 と混 合歩る 土 堆 肥 の 量 の 節 約 か らで あ るが ，尚此 の 間 題 に っ い て は 目下研究 中 で あ る の

　で 後 日発衰 し た い 。
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